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Serial Dilutions of Antibody
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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、免疫グロブリンのV-D-J組換えの活性化に関与する。コードされるタンパク質はDNA基質の認識に関与するが、安定した結合と切断活性にはRAG2も必要である。この遺伝子の欠陥は、いくつかの疾患の原因となり得る。
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);

